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S A G A M I



一
、
御
祭
神

　
　
　寒
川
比
古
命（
さ
む
か
わ
ひ
こ
の
み
こ
と
）

　
　
　寒
川
比
女
命（
さ
む
か
わ
ひ
めの
み
こ
と
）

　
寒
川
神
社
は
、寒
川
比
古
命・寒
川
比
女
命
を
奉
祀
申
し
上
げ
、二
柱
の
御

祭
神
を
寒
川
大
明
神
と
奉
称
し
て
い
ま
す
。

　
寒
川
大
明
神
は
、相
模
國
を
中
心
に
広
く
関
東
地
方
を
御
開
拓
に
な
ら
れ
、

衣
食
住
な
ど
人
間
生
活
の
根
源
を
開
発・指
導
さ
れ
ま
し
た
関
東
地
方
の
親

神
様
で
す
。

一
、
御
由
緒

　
当
神
社
の
創
建
は
古
く
、『
惣
国
風
土
記
』に
は
雄
略
天
皇（
457
〜
479
年
）の

御
代
に
奉
幣
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、『
寒
川
文
書
』に
は
神
亀

4
年（
727
年
）社
殿
建
立
と
伝
え
ら
れ
、『
続
日
本
後
紀
』に
は
承
和
13
年

（
846
年
）に
神
階
従
五
位
下
を
授
け
ら
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は

醍
醐
天
皇
の
御
代
に
制
定
さ
れ
た
延
喜
式
に
お
い
て
は
、相
模
國
唯
一
の
名
神

大
社
と
定
め
ら
れ
、当
神
社
は
少
な
く
と
も
約
1
6
0
0
年
の
歴
史
を
有
す

る
古
社
と
い
え
ま
す
。

　
特
に
古
く
か
ら
唯
一
の
八
方
除
の
守
護
神
と
し
て
、地
相・家
相・方
位・日

柄・厄
年
な
ど
に
由
来
す
る
災
難
を
と
り
除
き
、福
徳
開
運
を
も
た
ら
し
、日
々

の
暮
し
に
限
り
な
い
恩
恵
を
与
え
て
下
さ
る
御
神
徳
は
広
大
無
辺
で
す
。

　
こ
の
八
方
除
の
御
神
徳
は
、全
国
各
地
よ
り
敬
仰
さ
れ
寒
川
大
明
神
を
奉

戴
す
る
崇
敬
者
は
年
々
増
加
し
、篤
い
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

一
、
御
神
域

　
神
聖
な
る
神
嶽
山
を
背
に
境
内
は
約
1
万
5
0
0
0
坪
と
な
って
お
り
、緑

豊
か
な
樹
木
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。神
門
、手
水
舎
に
続
い
て
、平
成
9
年
10
月

に
厳
粛
の
中
に
も
絢
爛
に
輝
く
銅
板
葺
、総
木
曽
檜
造
り
の
御
本
殿
の
ほ
か
に

幣
殿
、拝
殿
、翼
殿
、廻
廊
な
ど
が
完
成
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
御
本
殿
の
奥
庭「
神
嶽
山
神
苑
」は
、御
社
殿
御
造
営
10
年
を
記
念
致

し
ま
し
て
、大
規
模
に
整
備
を
行
い
、平
成
21
年
に
開
苑
致
し
ま
し
た
。

そ
う  

こ
く   

ふ     

ど 

き
し
ょ
く  

に   

ほ
ん  

こ
う  

き

か
ん
た
け 

や
ま

samukawa_jinja_official
公式インスタグラム
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公式チャンネル

当神社の四季折々の様子などを発
信しています。皆様のフォローを
お願いします。また、個人で神社
の写真をアップされる際は「# 寒
川神社」をつけてください。
※御本殿内・授与所の撮影はご遠慮ください

当神社の祭事、行事の最新情報
を発信しています。インスタグラ
ム以外の情報もお送りしていきま
すので「友だち」登録をお願いし
ます。

当神社の祭事、行事の最新情報を
発信しています。公式インスタグ
ラムとリンクしています。ご一緒
にご登録をお願いします。

当神社の祭事のほか、貴重な資
料などを定期的に更新していま
す。今後も様々な行事の様子を
発信していきますので、皆様の
チャンネル登録をお願いします。

❖メールは毎月１日に配信致します。
❖神社ホームページよりご登録ができます。
https://samukawajinjya.jp/mailmagazine/配信のご案内

ご登録お待ちしております 寒川神社の祭典・行事のご案内を社報「相模」メルマガとして
お届けします。是非、ご登録ください。

社報 メルマガ
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第 号

鳥居榊

神苑で寒川大明神との御神縁をお深めください神
か ん た け や ま し ん え ん

嶽山神苑 ※入苑は御祈祷を受けた方に限ります

【時間】
午前9時から午後4時まで
毎週月曜日は休苑
（祝祭日は開苑）

●神苑内では茶屋 「和楽亭」
　にて抹茶と和菓子を
   お楽しみいただけます。
　（５００円より思召し）

《八
はっき

氣の泉》 《方徳資料館》
寒川大明神の全国唯一の御神徳「八方除」につい
ての資料が展示されています
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寒
川
神
社

社
務
報
告

正月風景「神歌」奉納

正月風景武佐弓祭

追儺祭

紀元祭

1
月

	

1
日	

八
方
除
祭
・
元
旦
祈
祷
祭

	
 

〃	

歳
旦
祭
・
末
社
歳
旦
祭

	

2
日	

追
儺
祭

	

3
日	

元
始
祭

	

8
日	

武
佐
弓
祭

2
月

 	
1
日	

月
次
祭（「
神
歌
」奉
納
）

 	
3
日	
節
分
祭

	

11
日	
紀
元
祭
並
顕
彰
奉
告
祭

	
 

〃	

寒
川
神
社
顕
彰
式

 	

17
日	

祈
年
祭
並
田
打
舞
神
事

 	

23
日	

天
長
祭

3
月

3
〜
5
日	

高
座
氏
子
総
代
会
主
催

　
　

     

第
45
回
伊
勢
参
宮
旅
行

	

17
日	

寒
川
神
社
少
年
館
卒
館
奉
告
祭

　

	 

〃	

客
殿
２
階
改
修
工
事
清
祓

　

 

20
日	

安
藤
由
勝
大
人
命

	
	

　

伊
集
院
直
彦
大
人
命

	
	

　
　

他
命
等
の
慰
霊
祭

	
 

〃	

末
社
御
祖
神
社

	
	

　

春
季
霊
祭
並
合
祀
祭

	
 

〃	

宮
山
役
員
改
選
奉
告
祭

　

 

26
日	

相
模
國
式
内
社
の
會　

巡
拝
会

毎
月
１
日
・
20
日

	
	

月
次
祭  

（
元
日
は
除
く
）

祭
典
・
行
事
の
ご
報
告

　

令
和
６
年
甲き
の
え
た
つ辰
歳
１
月
１
日
午
前
０
時
、

新
年
の
幕
明
け
を
告
げ
る
大
太
鼓
が
境
内
に
響

き
渡
り
、
寒
川
大
明
神
の
御
神
威
の
発
揚
を

祈
る
八
方
除
祭
、
元
旦
祈
祷
祭
が
斎
行
さ
れ

ま
し
た
。
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ルス
感
染
症
の
法
律

上
の
位
置
付
け
が
５
類
に
移
行
さ
れ
て
初
め
て

の
正
月
を
迎
え
、
コロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
抑
え
ら
れ

て
い
た
人
の
動
向
が
激
し
く
、
三
が
日
の
参
拝

者
数
は
約
４８
万
人
（
茅
ヶ
崎
警
察
署
発
表
）

と
な
り
、
コロ
ナ
禍
前
と
同
様
の
賑
わ
い
あ
る
正

月
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
本
年
で
２４
回
目
と
な
る
迎
春
ね
ぶ
た
は

「
甲
辰
～
八
大
龍
王
～
」
と
題
し
て
、
コロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
多
く
の
悲
し
み
を
受
け
、
苦
難
を
乗

り
越
え
た
私
達
が
よ
り
一
層
団
結
し
て
飛
躍
の

年
と
な
る
こ
と
を
祈
願
し
て
制
作
さ
れ
、
多
く

の
参
拝
者
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
に
お
き
ま
し
て
も
、
ご
参
拝
の
皆
様
が

寒
川
大
明
神
の
八
方
除
の
御
神
徳
を
お
受
け
に

な
ら
れ
ま
し
て
、
良
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

ご
祈
念
致
し
ま
す
。

　

１
月
２
日
午
後
８
時
、
境
内
全
て
の
明
か
り

を
消
灯
し
て
、
年
頭
に
あ
た
り
全
て
の
邪
気
災

厄
を
祓
い
除
く
追
儺
祭
が
静
寂
に
包
ま
れ
た
浄

闇
の
中
で
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
当
神
社
の
信
仰

の
根
源
で
あ
る
「
難
波
の
小
池
」
か
ら
汲
ま
れ

た
清き
よ

前さ
き

と
呼
ば
れ
る
御
神
水
を
境
内
に
撒
き
、

「
宝
物
か
ぞ
え
」
を
唱
詞
し
、
境
内
全
体
を
祓

い
清
め
、
厄
難
の
一
掃
を
祈
念
致
し
ま
し
た
。

　

神
事
終
了
後
、
御
神
前
に
供
え
ら
れ
た
弓

矢
は
魔
除
け
の
お
守
り
と
し
て
参
拝
者
に
頒
布

さ
れ
ま
し
た
。

　

人じ
ん

日じ
つ

節せ
つ

（
七
草
）
の
翌
日
１
月
８
日
、
悪

疫
を
退
散
さ
せ
今
年
の
吉
凶
を
占
う
武
佐
弓

祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
式
の
的
に
は
「
甲
・
乙
・
ム
」
の
３
文
字

が
変
形
し
て
組
み
合
わ
さ
っ
た
「
鬼
」
が
書
か

れ
て
お
り
、
神
職
２
名
が
「
千ち

早は
や

振ぶ

る 

神
の

追つ
い　

 

儺な　

 

祭さ
い

武　

佐　

弓　

祭

正　
　
　

月

2



天長祭

祈年祭並田打舞神事

祈年祭並田打舞神事

彬姫櫻 　　　天長祭記念講演  

彬姫櫻

　

令
和
６
年
の
中
頃
に
か
け
て
景

気
は
上
昇
傾
向
だ
が
、
そ
の
時
期

以
外
は
好
景
気
と
は
言
え
な
い
と

思
わ
れ
る
。
外
れ
た
矢
の
中
に
は
勢

い
が
強
い
矢
も
あ
り
、
そ
の
勢
い
に

乗
じ
て
様
々
な
物
事
が
前
向
き
に
な

る
よ
う
に
祈
念
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

※
宮
司
よ
り
発
表

令
和
6
年
武
佐
弓
祭
神
事

占せ
ん

卜ぼ
く

結
果

●❶

●❺

●❷

●❻
●❹

●❸

御
前
の
武
佐
の
的 

悪
魔
を
攘は
ら
い 

国
ぞ
治
む
る
」

と
い
う
神
歌
を
唱
え
、
交
互
に
３
度
矢
を
放
ち
、

そ
の
矢
の
行
先
に
よ
り
１
年
の
吉
凶
を
占
い
ま

す
。
神
事
終
了
後
に
は
、
大
的
の
両
脇
に
付
し

た
麻
が
、
安
産
や
建
築
の
お
守
り
と
し
て
参
拝

者
に
頒
布
さ
れ
ま
し
た
。（
本
年
の
矢
の
当
た
り

及
び
占
卜
結
果
は
上
記
の
通
り
で
す
）

　

２
月
１7
日
、
春
の
農
耕
開
始
を
前
に
そ
の
年

の
五
穀
豊
穣
と
産
業
の
発
展
を
祈
る
祈
年
祭

並
田
打
舞
神
事
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
神
社
の
祈
年
祭
で
は
、
秋
の
豊
作
を
祈
る

神
事
と
し
て
、
翁
の
面
を
つ
け
た
社
人
と
神
職

が
、
地ぢ
う

謡た
い

と
囃
子
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
土
な

ら
し
か
ら
収
穫
ま
で
の
１
年
を
通
じ
た
米
作
り
を

模
倣
し
た
「
田た

打う
ち

舞ま
い

神
事
」
が
御
神
前
に
て

奉
奏
さ
れ
、
五
穀
豊
穣
が
祈
念
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
上
陛
下
の
御
誕
生
日
で
あ
る
２
月
２３
日
、

皇
室
の
御
安
泰
を
祈
念
す
る
天
長
祭
が
厳
粛

に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
祭
典
で
は
「
人に
ん

長じ
ょ
う

舞ま
い

」

が
奉
奏
さ
れ
、
責
任
役
員
や
総
代
な
ど
神
社

関
係
者
参
列
の
も
と
、
天
皇
陛
下
の
御
誕
生

を
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
感
謝
の
誠

を
捧
げ
ま
し
た
。

　

祭
典
後
に
は
参
集
殿
に
お
い
て
記
念
講
演
が

開
催
さ
れ
、
本
年
は
当
神
社
の
中
西
権
禰
宜
に

よ
る
「
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
け
る
神
道
」
を
題
材
に
、

先
の
大
戦
に
お
け
る
米
国
か
ら
見
た
日
本
の
印

象
や
当
時
の
状
況
を
解
説
し
、
ま
た
近
年
の
ブ

ルッ
ク
リ
ン
植
物
園
へ
の
こ
ど
も
神
輿
の
寄
贈
や

ジ
ャ
パン
パレ
ー
ド
に
参
加
す
る
な
ど
、
当
神
社
の

神
道
教
化
に
よ
っ
て
日
米
の
親
睦
が
深
ま
っ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
ご
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
12
月
に
天
皇
陛
下
御
即
位
30
年

記
念
事
業
と
し
て
当
神
社
に
植
樹
さ
れ
た
「
彬

姫
櫻
」
が
3
月
13
日
に
開
花
を
迎
え
ま
し
た
。

　

色
と
り
ど
り
の
四
季
が
存
在
す
る
日
本
に
と
っ

て
桜
は
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
象
徴
的
な
国

の
花
で
あ
り
、日
本
人
の
心
の
癒
し
と
な
っ
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
当
神
社
に
ご
参
拝
の
折
に
は
鎮
守
の
杜

で
清
々
し
い
四
季
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。（
彬
姫
櫻

植
樹
式
に
つい
て
の
詳
細
は
本
誌
512
号
に
掲
載
）

祈
年
祭
並
田
打
舞
神
事

天　

 

長　

 

祭

彬あ
き　

姫ひ
め　

櫻ざ
く
ら　

開　

花

　

本
誌
（
第

５３５
号
）
に
て
令
和
５
年

新
嘗
祭
奉
納
者
芳
名
の
掲
載
に

あ
た
り
、
当
方
の
手
違
い
に
よ
り
、

左
記
の
方
の
御
芳
名
が
記
載
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
衷
心
よ

り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に

こ
こ
に
謹
ん
で
訂
正
致
し
ま
す
。

・
㈲
大
⻆
塗
装
工
業　

・
安
齋　

潤
二

お
詫
び
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令和６年 節分祭

節 分 の 日

　２月３日、午前１１時、午後２時の２回、邪気災厄を祓う節分祭が斎行され、162 名の年男年女の方が御本
殿において追

つい

儺
な

板
いた

を打ち鳴らし、豆撒きを行い今年の厄を祓いました。また令和２年以降、４年ぶりに社務所前の
櫓
やぐら

からの豆撒きを行い、多くの福を求めて参拝者が集いました。尚、83 社の団体より福物協賛を頂戴致しましたので
併せてご報告致します。

　節分は「立春」の前日を指し、昭和 60 年から令和２年まで２月３日が
節分と固定されているように理解されていましたが、暦のずれを調整する
ことから立春の日が動くにあたり、節分の日も動きます。昭和 59 年は
２月４日、令和３年は２月２日（明治 30 年以来、124 年ぶり）となり令和
３年以降は４年ごとに２月２日が節分の日になるとされ、令和７年は２月
２日が節分となるようです。
※暦は国立天文台計算室が「暦要綱」を発表することで決定されています 豆撒き

追難板を打ち鳴らす

宮司祝詞奏上

令和 6 年 節分祭 福物協賛者芳名 （順不同・敬称略）

㈱
青
葉

㈱
秋
江

㈱
阿
部

㈲
青
木
商
事　

秋
山
商
事
㈱
厚
木
支
店

青
山
大
寿
司

㈲
飯
田
材
木
店　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト
商
組
合

入
澤　

一
三

エ
バ
ラ
食
品
工
業
㈱

㈱
オ
ー
カ
ワ　
　

大
塚　

文
彦

㈱
金
子
建
材
土
木　
　

神
奈
川
東
和
薬
品
㈱

神
奈
川
電
設
㈱

㈱
北
岡
本
店

北
村
工
務
店

㈲
協
和
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

キ
リ
ン
ビ
バレ
ッ
ジ
㈱
湘
南
工
場

㈱
ギ
ン
ビ
ス
湘
南
営
業
所

ギ
ン
ビ
ス
商
事
㈱

熊
澤
酒
造
㈱

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

コ
ム
ロ
デ
ン
キ
寒
川

光
生
㈲

㈱
さ
ん
こ
う
ど
う

㈲
さ
が
み
や

㈲
寒
川
建
材

寒
川
神
社
商
工
奉
賛
会

寒
川
町
商
工
会

寒
川
町
観
光
協
会

寒
川
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

㈱
サ
ン
エ
ー
サ
ン
ク
ス　
　

㈱
サ
ン
ユ
ー

寒
川
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

㈱
三
昭
運
輸

㈲
三
昭
興
業

㈱
三
昭
ツ
ー
リ
ス
ト

湘
南
信
用
金
庫
寒
川
支
店

敷
島
製
パ
ン
㈱
パス
コ
湘
南
工
場

ジ
ャ
パ
ン
ソ
ル
ト
㈱
栃
木
支
店

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

鈴
信
運
送
㈱

綜
合
警
備
保
障
㈱
湘
南
支
社

㈱
空
晴

曽
我
衣
装
室

㈲
田
中
写
真

髙
橋
竹
材
店

㈱
竹
中
工
務
店
横
浜
支
店

㈱
竹
中
工
務
店
寒
川
神
社
作
業
所

大
黒
屋

露
木
生
花

㈱
テ
ッ
ク
企
画

東
映
通
信
工
業
㈱

東
京
あ
ず
ま
ネ
ク
タ
イ

戸
塚
米
店

長
嶋
園　
　

中
島　

啓
介

日
本
プ
レ
ス
工
業
㈱

㈲
破
魔
矢
奉
製
所

㈱
長
谷
川
製
作
所　
　

ハ
タ
ノ
木
材
㈱

原
繁
商
店

原
田
総
合
保
険
事
務
所

㈲
古
山
看
板
塗
装　
　

福
岡
園　
　

㈲
ほ
り
む
ら
薬
品

豊
月
堂

㈱
丸
井
紙
店

松
井
建
設
㈱

前
田　

隆
一

松
本　

學

皆
川　

欽
一

三
菱
電
機
㈱
神
奈
川
支
社

㈱
湊

落
雁　

諸
江
屋

百
崎
製
菓
㈱

㈱
結
商
会

横
浜
貨
物
綜
合
㈱　
　

㈱
横
浜
銀
行
寒
川
支
店

ヨ
シ
カ
ワ
商
店

ル
ッ
カ

㈱
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ルマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
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皇
紀 
二
六
八
四
年
　
令
和
五
年
度

寒
川
神
社 

顕
彰
式 

受
彰
者
芳
名

　

昭
和
50
年
よ
り
紀
元
祭
を
奉
祝
す
る
と
共
に
当
神
社

に
対
し
て
永
年
に
亘
り
、
功
績
を
残
さ
れ
、
功
労
が
あ

り
ま
し
た
氏
子
崇
敬
者
を
顕
彰
し
て
い
ま
す
。

【
寒
川
神
社
顕
彰
式
】

■	

寒
川
神
社
権
禰
宜

	

小 

松 

義 

麿
……
…
…

勤
続
12
年

■	

寒
川
神
社
権
禰
宜

	

加 

藤 

千 

理
……
…
…

勤
続
12
年

■	

寒
川
神
社
参
事

	

佐 

原  　

慧
……
…
…

勤
続
12
年

■	

寒
川
神
社
主
事

	

佐 

藤 

真 

帆
……
…
…

勤
続
11
年

■	

寒
川
神
社
非
常
勤
職
員

	

長 

澤 

美 

和
……
…
…

勤
続
12
年

■	

寒
川
病
院
事
務
員

	

三
枝
ち
ひ
ろ
……
…
…

勤
続
22
年

■	

寒
川
病
院
臨
床
検
査
技
師

	

髙 

橋 

知 

佳
……
…
…

勤
続
21
年

■	

寒
川
病
院
看
護
師

	

岸
梅
由
香
里
……
…
…

勤
続
14
年

■	

寒
川
病
院
非
常
勤
看
護
師

	

厚
地
え
り
子
……
…
…

勤
続
14
年

■	

神
恵
苑
支
援
相
談
科
主
任

	

杉 

崎 

伸 

代
……
…
…

勤
続
21
年

■	

神
恵
苑
居
宅
支
援
事
業
所

	

日 

田　

  

旭
…
…
…

勤
続
21
年

■	

神
恵
苑
看
護
科
主
任

	

山 

浦 

和 

美
……
…
…

勤
続
11
年

職
員
年
功
表
彰

受
彰
者
12
名
（
敬
称
略
）

■	

永
年
に
亘
り
責
任
役
員
を
は
じ
め
幾
多
の
役
職
を
歴
任
し

　
神
社
の
維
持
運
営
に
貢
献
さ
れ
た

           　
　

 　

 

中　

  

島　

  

啓　

  
介

功
労
表
彰
　
　
　 

受
彰
者 
1
名（
敬
称
略
）

■	

氏
子
総
代
と
し
て
多
年
に
亘
り
寒
川
神
社
の
運
営
に
協
力
さ
れ
た

　
　
　
　

  

萩　

  

原　

  

尉　

  

元

　
　
　

  　

長　

谷　

恵　

美　

子

　
　
　
　

  

嶋　

  

崎　

  

雄　

  

三

　
　
　

  　

内 　

 

田 　

 

芳　

  

徳

　
　
　
　

  

武　

  

井　

  

房　

  

江

　
　
　

  　

阿　

  

部　

  

龒  　

彦

■	

元
旦
祈
祷
世
話
人
と
し
て
多
年
に
亘
り
献
身
奉
仕
さ
れ
た

　
　
　
　

  

比　

  

留　

  

川　

  

晋
■	

多
年
に
亘
り
寒
川
神
社
節
分
祭
に
福
物
を
奉
献
さ
れ
た

　
　
　

     

鈴　

信　

運　

送　

㈱

■	

多
年
に
亘
り
寒
川
神
社
少
年
館
講
師
と
し
て
青
少
年
の

   

教
化
育
成
に
寄
与
さ
れ
た

　
　
　
　

  

三　

  

澤　

  
芳　

  
彦

■	

多
年
に
亘
り
参
拝
を
重
ね
御
神
徳
の
宣
揚
に
寄
与
さ
れ
た

　
　
　
　

  

加　

  

藤　

  

豊　

  

子

■	

迎
春
ね
ぶ
た
に
多
年
に
亘
り
真
心
を
以
て
協
力
さ
れ
た

　

           

医
療
法
人
社
団
芳
晴
会 

              

愛
児
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニッ
ク

感　

謝　

状　
　
　 

受
彰
者 

11
名
（
敬
称
略
）

相
　
模
　
第
536
号
　

5



午
前
８
時		

	
	

発
輿
祭
（
寒
川
神
社
か
ら
神
輿
が
で
ま
す
）

午
前
10
時
３０
分	

神
揃
山
祭	

	

於
神
揃
山
（
大
磯
町
）

正　

午	
	
	
	

古
式
「
座
問
答
」	

於
神
揃
山
（
大
磯
町
）

午
後
３
時
４０
分		

神
対
面
の
儀	

	

於
大
矢
場
（
大
磯
町
）

午
後
７
時
３０
分		

還
幸
祭
（
寒
川
神
社
に
神
輿
が
戻
っ
て
き
ま
す
）

※
祭
典
の
時
間
は
前
後
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す

　

当
日
の
日
程
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
告
知
致
し
ま
す

５
月
５
日
（
日
）

　

國
府
祭
は
、「
端
午
祭
」、「
天
下
祭
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
５
月
５
日
、

中
郡
大
磯
町
国
府
本
郷
に
お
い
て
斎
行
さ
れ
ま
す
。
相
模
國
一
之
宮
寒
川

神
社
を
は
じ
め
と
し
て
、
二
之
宮
川か

わ

勾わ

神
社
、
三
之
宮
比ひ

び々

多た

神
社
、

四
之
宮
前さ

き

鳥と
り

神
社
、
一
國
一
社
平
塚
八
幡
宮
、
総
社
で
あ
る
六
所
神
社
を

加
え
た
６
社
が
祭
場
に
参
集
し
て
祭
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

本
祭
典
は
大
き
く
分
け
て
２
つ
の
神
事
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
神か

み

揃そ
り

山や
ま

祭
場
で
行
わ
れ
る
古
式
「
座ざ

問も
ん

答ど
う

」
と
大
矢
場
祭
場
で
行
わ
れ
る
「
神か

み

対た
い

面め

・
国こ

く

司し

奉ほ
う

幣べ
い

・
裁さ

い

許き
ょ

」
の
各
儀
で
す
。「
座
問
答
」
の
み
が
注
目
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
両
神
事
を
合
わ
せ
て
「
國
府
祭
」
と
い
い
ま
す
。

　

一
之
宮
争
い
を
象
徴
と
し
た
神
事
と
大
宝
律
令
以
後
、
連
綿
と
受
け
継

が
れ
て
い
る
祭
政
一
致
の
姿
と
し
て
、
相
模
國
の
総
社
へ
の
参
集
こ
そ
が

「
國
府
祭
」
の
本
義
と
も
言
え
ま
す
。

社頭発輿

神揃山祭

大矢場での渡御

神揃山

古式「座問答」

５
月
５
日

５
月
５
日    

國國こ

う

の

ま

ち

こ

う

の

ま

ち

府府
祭祭
の
お
知
ら
せ

の
お
知
ら
せ

令和５年11月に國府祭の各神社を
巡る御朱印帳が製作されました。
※当神社にて無料配布しています
（数量限定）

相模國六社御朱印めぐり
御朱印帳 ご紹介
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〈
日 

時
〉	

８
月
15
日（
木
）
　
午
後
5
時
30
分
開
演
／
午
後
8
時
終
演
予
定

〈
場 

所
〉	

境
内
特
設
能
舞
台（
雨
天
時 

寒
川
町
民
セ
ン
タ
ー
）

第
五
十
五
回   

【
演
目
・
演
者
】

	

半
能	

『
春か

す

日が

龍り
ゅ
う
じ
ん神 

龍り
ゅ
う
に
ょ女
之の

舞ま
い

』
観
世  

喜
正　
ほ
か

	

狂
言	

『
張は

り

蛸だ
こ

』
野
村  

萬
斎　
ほ
か

	

能	

『
葵あ

お
い

上の
う
え

』
中
森  

貫
太　
ほ
か

【受付開始】	７月１日以降の消印有効
	 ※ 6/30以前の消印、記入漏れは無効

【規定人数】	500名（中学生以上）
	 ※申込多数の際は抽選させていただく場合があります
	 ※ 8/1より順次鑑賞券をお送り致します

【申込方法】	往復はがきに①住所、②氏名、③年齢、④電話番号を
	 楷書で明記して申込 ※１人１枚 ※鑑賞券の転売禁止

【申 込 先】	〒253-0195　神奈川県高座郡寒川町宮山3916
	 寒川神社　相模薪能係

【お問合せ】	0467–75–0004㈹
	 ※往復はがき以外の方法ではお申込みはできません

［
往
信
面
］

［
返
信
面
］

　相模薪能は、終戦記念日の８月１５日に護国の英霊への慰霊と世界の恒久平和を
祈念して、昭和４５年より開催しています。神事能の醸し出す幽玄の世界を存分にご堪
能いただき、日本の奥深い伝統芸能をお楽しみください。
※当日の風水害による警報、天候等によっては中止になることがございます

　

大
祓
式
は
、
古
来
よ
り
国
家
の
神
事
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
疫
病
災
厄

を
避
け
る
神
事
と
し
て
民
間
に
広
く
浸
透

し
て
い
き
、
現
代
へ
と
伝
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

当
神
社
に
お
い
て
も
水
無
月
大
祓
式

並
茅
の
輪
神
事
と
し
て
斎
行
さ
れ
ま
す
。

一
般
の
方
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。
当
日
は
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
お
時
間
に
余
裕
を

も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
ご
郵
送
で
の
ご
参
加
も
可
能
で
す
の
で

　

下
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

６
月
６
月
3030
日日（（
日
）
日
）  

午
後
２
時

午
後
２
時  

水水みみ

無無なな

月月づ
き
づ
き

大
祓
式
並
茅
の
輪
神
事
の
ご
案
内

大
祓
式
並
茅
の
輪
神
事
の
ご
案
内

【お問合せ】寒川神社 大祓係
　電  話：0467-75-0004 ㈹
　ＦＡＸ：0467-75-9595　
※ＦＡＸでのお問合せの際は、住所、氏名、
　電話番号、人形の枚数を明記ください
※案内状は５月下旬に発送予定です

相
　
模
　
第
536
号
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令
和
6
年
度
　

宮
山
総
代
ご
紹
介

　宮山総代は、宮山地区の氏子崇敬者の中より徳望の篤い方が選任されます。祭事の協力者と
して積極的に関わり、祭典斎行において大きな役割を果たしています。地域の代表である総代の
存在は神社の護持運営を円滑に行うための重要な存在です。例年、春分の日に宮山役員改選
奉告祭を斎行して、新旧総代の交代を御神前に奉告致します。
　１年間のご奉仕を何卒宜しくお願い申し上げます。

総代長	 皆川　秀明
中里（上）	 田辺　九三
中里（下）	 室屋　辰美
中里（河原）	 前田　世紀
中里（サザン）	 瀬間斗志男
馬場	 袴田　達也
雷	 下向　忠光
下	 粉川　貴寛
根岸（上）	 白倉　正男

副総代長	 金子　隆夫
根岸（中）	 尾崎美智子
根岸（下）	 北野　正行
オリーブの丘	 田中　直一
旭（東）	 吉田　航平
旭（西）	 後藤　節先
上合	 福岡　昭洋
宮山南	 佐原　數彦
　　　　　　　　 （敬称略）

全総代会 浜降祭

祭典参列 流鏑馬神事

祭典直会 節分祭 浜降祭
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スカウト募集中！小学1年生以上の男女 問合せ 寒川神社少年館内
ボーイスカウト事務局 Tel.0467ｰ74ｰ0551

ボーイスカウト
寒川第二団

青少年だより
BS

　ボーイスカウト寒川第二団は、1月は団としての新年
初集会を1月21日に行いました。令和 6 年最初の活動
となり、1年間の安全を願い団一同で参拝、団委員長
からの新年の挨拶とベンチャースカウト1名への神道章
授与、昨年の各隊出席優良者表彰、ボーイ隊進級章
授与が行われました。また団委員長企画によるスカウト
の特技披露や保護者が作ったお汁粉、ローバー隊が
作ったポトフの振る舞いがあり、楽しい時間を過ごすこ
とができました。
　2月から３月にかけては、能登半島地震の復興のた
めに、各隊で募金活動を行いました。被災した石川県
の珠洲市は平成 18 年、30 年の 2度にわたり全国のス
カウトが集まるジャンボリー大会の会場となった縁のあ
る地です。お世話になった恩を少しでもお返しできれば
とスカウト全員が大きな声で募金を呼びかけ、多くの参
拝者からご協力をいただくことができました。皆さんか
ら寄せられた募金は日本赤十字社を通して被災地へ届
けさせていただきます。ありがとうございました。

青少年だより 寒 川 神 社 少 年 館

　寒川神社少年館は 3月10日に春の社会見学を実施
しました。今年は羽田空港の特別制限エリアの見学に
参加して、専用バスにて空港内を巡回、ガイドの案内で
格納庫などの施設を見学し、空港の貴重なお話を聞か
せていただき大変勉強になりました。バスの真上を飛行
機が着陸するエリアにおいては間近でしか体験できな
い機体の大きさやエンジン音の迫力に館生だけではな
く、大人も興奮
を覚えました。

　また３月17日には卒館式が行われました。今年か
ら在館生の出席を再開し、多くの在館生に見守られな
がら16 名の卒館生が巣立っていきました。中学生にな
ると学ぶことが多くなってきますが、健康に気をつけて、
勉強やスポーツ、趣味に全力で取組んでください。

相
　
模
　
第
536
号
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相
模
春
の
歌

相　

模　

詠　

草

素
晴
ら
し
き
夕
焼
け
空
に
合
掌
す
こ
の
安
ら
ぎ
は
老
い
て
知
り
た
り	

稲
垣　

武
子

い
つ
し
か
に
八
十
路
中
ば
と
な
り
し
今
父
母
の
教
え
は
心
に
生
る	

亀
山　

文
子

枯
草
の
下
よ
り
タ
ン
ポ
ポ
黄
な
る
花
顔
出
し
春
を
待
ち
受
け
て
を
り	

小
林　

篤
子

寒
に
耐
え
甘
さ
増
し
つ
つ
春
向
う
葱
も
坊
主
の
修
行
に
入
り
ぬ	

　
　
　

清
水　

洋
一

初
日
の
出
東
の
空
は
あ
か
あ
か
と
西
に
し
ず
ま
る
は
富
士
絵
の
ご
と
く	

土
屋
ト
ミ
子

陽
当
り
の
狭
庭
に
さ
ざ
ん
か
水
仙
と
梅
の
蕾
も
春
の
気
配
に	

徳
江　

道
子

傘
寿
す
ぎ
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
の
か
と
思
い
た
く
な
る
過
ぎ
行
く
速
度	

二
宮　

昭
雄

洗
濯
物
干
そ
う
と
見
れ
ば
小
雀
の
チ
ョ
ン
と
止
ま
り
し
靴
下
つ
っ
く	

宮
治
友
美
枝

携
帯
を
開
く
に
笑
顔
の
結ゆ

い

翔と

君
我
の
励
み
と
な
り
て
嬉
し
き	

山
根
喜
美
代

ほ
ろ
ほ
ろ
と
茶
の
花
こ
ぼ
る
る
路
地
を
ぬ
け
見
上
げ
た
空
の
や
さ
し
水
色	

杉
本　

照
世

如
月
す
ぎ
弥
生
三
月
ふ
と
口
ず
さ
む
早
春
賦	

瀧
本
三
重
子

【
相
模
詠
草
】

・
野
ば
ら
文
化
会（
前
身
、婦
人
会
学
習
ク
ラ
ブ「
ふ
だ
ん
着
の
詩
歌
く
ら
ぶ
」と
し
て
昭
和
34
年
に
誕
生
）

　

に
よ
る
詠
草
。公
民
館
ま
つ
り・
短
歌
大
会
等
に
参
加
す
る
な
ど
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。

・
昭
和
50
年
、本
誌
に
初
め
て「
献
詠
歌
」と
し
て
掲
載
。昭
和
53
年
に
相
模
詠
草
と
改
称
、以
来
現
在
に
至

　

る
ま
で
、生
活
の
中
で
の
一
瞬
を
美
し
い
言
葉
で
切
り
取
っ
た
詩
歌
を
継
続
的
に
投
稿
い
た
だ
い
て
い
る
。

号
外
や
淑し

ゅ
く

気き

吹
き
飛
ぶ
能
登
半
島	

岩
田
美
代
子

長
老
の
顔
な
き
句
座
や
枇び

杷わ

の
花	

　
　

竹
村
真
砂
美

い
た
わ
り
を
上
手
に
言
え
ぬ
今
朝
の
冬	

伊
藤　

公
一

地
方
紙
に
つ
つ
ま
れ
届
く
草
の
餅	　
　
　
　

菅
沼　

保
幸

布
団
ご
と
夜
な
夜
な
孫
に
け
ら
れ
け
り	　
　

猿
渡　

弥
生

黒
猫
も
俳
句
作
る
や
漱
石
忌	

新
井　

泰
春

お
い
ら
く
の
恋
の
片
道
犬
ふ
ぐ
り	

金
子
　
晴
子

百
才
は
近
く
て
遠
し
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ	　
　

松
本
美
智
子

お
互
い
に
ね
ぎ
ら
う
齢
寒
の
入
り	

倉
谷　

節
子

墓
じ
ま
い
娘
ら
と
相
談
西
行
忌	

　
　

須
田　

柚
川

干
し
加
減
塩
の
加
減
や
大
根
漬
け	

　
　
　

菅
沼
う
め
の

寄
鍋
や
湯
気
の
向
い
は
笑
い
顔	

　
　
　
　

四
ツ
車
梢
月

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
如
何
に
食
べ
る
か
箸
と
ま
る	

松
尾　

鏡
子

寒　

川　

俳　

壇

【
寒
川
俳
壇
】

・
昭
和
24
年
に
誕
生
。（
大
正
時
代
か
ら
不
定
期
に
開
か
れ
て
い
た
）

・
月
例
句
会
を
月
４
回
開
き
総
互
選
を
し
、選
句
技
術
の
向
上
と
俳

　

句
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。当
神
社
の
例
祭
神
賑
行
事
に
も
献
句
と

　

し
て
奉
納
。

　

こ
の
度
、
4
月
1
日
付
に
て
八
幡
大
神

（
寒
川
町
一
之
宮
鎮
座
）の
禰
宜
に
当
神
社

権
禰
宜 

水
谷
祐
也
が
就
任
致
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
４
月
１
日
付
で
兼
ね
て

八
幡
大
神
禰
宜
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

　

素
よ
り
浅
学
非
才
の
身
で
あ
り
ま

す
が
、
御
祭
神
の
御
神
威
を
畏
み

微
力
な
が
ら
誠
心
誠
意
ご
奉
仕
致
す

所
存
で
す
。

　

何
卒
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜

り
、
温
か
い
目
で
お
見
守
り
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

八
幡
大
神 

神
職
交
代
の
お
知
ら
せ

八
幡
大
神
禰
宜
　

        

水
谷
祐
也

就
任
の
ご
挨
拶

　
本
誌
『
相
模
』
に
四
季
折
々
の
俳

句
を
献
じ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

寒
川
俳
壇
の
令
和
5
年
度
の
最
優
秀

句
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
優
秀
句
に
は
、
根
岸
君
子
氏
の

句
が
選
ば
れ
、
一
之
宮
賞
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

寒
川
俳
壇

年
間
最
優
秀
句
決
定

　
一
之
宮
賞

   

（
年
間
最
優
秀
句
） 

　

  

注
文
の
　

　
地
下
足
袋
が
届
き
て

　
　
　
　
　
　
鍬
始
め

　
　
　      

根
岸 

君
子
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寒川病院 診療表
令和6年4月1日現在

◦当院では患者様に安心して受診していただくために発熱外来を行っております。
◦発熱・咳・痰・倦怠感などのある患者さんは一般外来と別の場所で診療致します。
◦院内感染防止の為に、ご理解・ご協力の程よろしくお願い申し上げます。

病院だより

相
　
模
　
第
536
号
　

11

月 火 水 木 金 土

内　科

午 前
１診 神山宜也 高東飛翔 井内卓次郎 神田茂孝 鳴海裕之 栗田啓司 1,3,5 週  鳴海裕之 2週
２診 相原康之 青山泰之 黒田俊也 栗田啓司 神山宜也 1,3,5 週  井内卓次郎 2,4 週
3診 青山 2.4 週

午 後 １診 栗田啓司 井内卓次郎 神山宜也 黒田俊也 1,3,5 週 
青山泰之 2,4 週 跡部真以

２診
神経内科 午 後 栗田啓司
呼吸器内科 午 後 石丸正美 服部繫明

糖尿病内科 午 前 小林貴子 丸山真弓 丸山真弓 安田敦 丸山真弓 小林貴子 1,3 週
午 後 井内卓次郎

循環器内科 午 前 干場泰成
午 後 中村則人 神山宜也

血液内科 午 後 青山泰之

外　科
午 前

１診 木勢佳史 磯野駆 徳田裕（乳腺） 茅野新 木勢佳史 石過孝文 1,3,5 週 木勢佳史 2,4 週
２診 鍋島一仁 石過孝文
3診 岡村卓穂（乳腺/再診）

午 後 １診 石過孝文 磯野駆 徳田裕（乳腺） 休診 木勢佳史
２診 鍋島一仁 岡村卓穂（乳腺）

脳神経外科 午 後 富永二郎　1.3.5 週
後藤忠輝 2 週　勝野亮 4 週

皮膚科 午 後 廣田綾子 高橋伸大 猪股知微

泌尿器科 午 前 高橋薫平
午 後 田澤萌子

整形外科
午 前

１診 三谷玄弥 新福栄治（肩）三谷玄弥（膝スポーツ） 新福栄治 小松研郎 担当医
２診 藤本泰毅 中村敏之 佐藤文彦 豊村庸司 神部智彦 ※第 3週のみ休診
３診 山本竜星

午 後 １診 藤本泰毅 中村敏之 佐藤文彦 滝澤大智 小松研郎
２診 宇都宮啓（股関節）月2回

眼　科
午 前 木勢由利子 木勢由利子 三宅真由 保科真理 木勢由利子 宮尾洋輔 1 週　竹下明宏 3 週

木勢由利子 2,4 週　　５週休診

午 後 譚雪 渡邉信次郎 中川喜博 竹下明宏 1,2,3,5 週 
担当医 4週 木勢由利子

耳鼻咽喉科 午 前 大上麻由里 大上麻由里 大上麻由里 大上麻由里 小田桐恭子 大上麻由里
午 後 大上麻由里 佐藤優里奈 大上麻由里 大上麻由里 小林直矢

内視鏡 午 前 石過孝文 新間淑雅 木勢佳史 木勢佳史 3週 石過孝文 4週
午 後 木勢佳史 茅野新



出品に際してのご注意
○	写真作品の著作権は撮影者に帰属しますが、展示期間終了後、当神社の広報等の目的範囲内で、社報『相模』または他の
	 媒体にて使用することがあります。 この場合、使用にあたり撮影者に対して個別にご連絡は致しませんのでご承知おき願います。
○	出品にあたり、被写体の肖像権・著作権には十分ご留意ください。人物を被写体とされている場合は、写真展出品の承諾を
	 得た上で出品願います。当神社は、写真展応募にかかる肖像権・著作権等の諸問題についての一切の責任を負いかねます。
○	出品された作品は返却致しません。
○	作品出品時点で、上記内容をご承諾いただいたものと見なします。

第
56
回 

神
社
本
庁
統
理
賞 「
禊
祓
」

第
56
回 

寒
川
神
社
宮
司
賞
「
夜
明
け
の
祭
典
」

寒
川
神
社祭典

・
行
事
の
ご
案
内

4
月
〜
6
月

●昭和祭
　4月29日
　昭和天皇の聖徳大業を景
仰し、皇室の弥栄と国家の
繁栄を祈ります。

年参講大祭 桜の開花

●第５4回学齢児図画展
　４月１日～１５日
　春から小学生となる町内の各
幼稚園の園児の健やかな成長を
祈念して、図画展を開催致します。

12



本写真展は明治改元100年記念事業の一環として昭和43年（1968年）より開催され、平成29年には第50回を迎えました。
本年も下記内容にて写真展を開催致しますので、皆様の出品をお待ちしております。

第57回寒川神社写真展　ご案内

作品色・サイズ	 白黒・カラー（6ツ切・4ツ切・A5・B5・A4・B4サイズ、ワイド可）　
	 ※つなぎ、合成・組写真は不可
出品点数	 1人：5 点以内 「寒川神社に関係のある祭典・風景写真」　※未発表のもの
	 ※ホームページにおいても出品写真を公開致しますので、データ媒体を持参ください
応募期間・方法	 令和 6 年１０月１日（火）～２9 日（火）まで　　※出品表を必ず添付ください
	 持参先：寒川神社社務所　午前８時３０分から午後５時まで
	 郵送先：〒253-0195 神奈川県高座郡寒川町宮山 3916　寒川神社 教学部 教化宣布課 写真展係
発表時期・方法	 11月中旬に入選者のみハガキにて通知	　
作品展示	 11月10日（日）〜23日（土）　会場：寒川神社 境内廻廊
表彰式	 11月23日（土）午前10時 新

に い な め さ い

嘗祭にご参列後、寒川神社参集殿にて開催予定 
審査長	 写真家 丹治俊雄氏
各　賞	 寒川神社宮司賞、金賞、銀賞、銅賞、特別協賛賞など　※出品者には参加賞あり
【問合せ】	 〒253-0195 神奈川県高座郡寒川町宮山 3916
	 	  寒川神社 教学部 教化宣布課 写真展係　電話 0467-75-0004

募
集
要
項

●國府祭
　5月5日
　大磯町において一之宮寒川
神社、二之宮川勾神社、三之
宮比々多神社、四之宮前鳥神
社、平塚八幡宮の５社が参集
し、国家安泰と五穀豊穣を祈
願します。

●水無月大祓式
　並茅の輪神事
　6月30日
　日常生活において、知
らず知らずのうちに犯し
ている罪や穢れを祓い清
め清 し々い生活を送るた
めの神事です。

水無月大祓式並茅の輪神事 國府祭

 5 日	 	 國
こ う の ま ち

府祭
5月　皐月

6月　水無月
30日	 午後2時	 水無月大祓式
	 	       並茅の輪神事

4月　卯月
 1 日～１5日	 第54 回学齢児図画展
 6日・7日	 年参講大祭
 7日	 午前10時	 宮山年参講大祭
	 	 　　並衛生祈祷祭
29日	 午前8時30分	 昭和祭

毎月1日・20日	
	 午前8時30分	 月次祭

相
　
模
　
第
536
号
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編
集
後
記

JR相模線「宮山駅」より徒歩5分、圏央道「寒川北インター」より1㎞
次号『相模537号』は令和6年7月1日に発行します

祝祭日には国旗を掲げましょう

Youtube
公式チャンネル

寒川神社
ホームページ

公式
インスタグラム

公式ライン
アカウント

　

連
日
、大
リ
ー
グ
の
大
谷
翔
平
選
手
の

話
題
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
日
本
の
プ
ロ

野
球
も
開
幕
し
ま
し
た
。海
外
で
は
な
く

日
本
に
目
を
向
け
て
下
さ
い
。日
本
で
の
活

躍
は
、そ
の
地
に
お
い
て
の
環
境
や
育
成
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、そ
の
先
へ
と
繋
が
っ
て
い
ま

す
。海
外
に
目
を
向
け
が
ち
な
日
本
人
で
す

が
、こ
の
小
さ
な
島
国
に
は
世
界
に
誇
れ
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。外
国
の
方
が

多
く
お
越
し
に
な
る
理
由
は
、観
光
で
は
な

く
そ
の
奥
深
い
伝
統
文
化
を
知
り
た
い
か
ら

で
あ
り
、神
社
は
そ
の
代
表
と
言
え
ま
す
。               

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
俊
）                               

第
5
3
6
号　
令
和
6
年
4
月
1
日

発
行
所
／
寒
川
神
社
社
務
所　

☎
0
4
6
7
-7
5
-0
0
0
4
（代）

〒
2
5
3
-0
1
9
5　

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
宮
山
3
9
1
6

編
集
責
任
者
／
小
野 

俊
之

印
刷
所
／
株
式
会
社
さ
ん
こ
う
ど
う

〜木札のご紹介〜
毎月1日の月次祭にご参列された方にお頒けする木札です。

数に限りはありますが、授与所にて1体 2,000円で頒布しております。

卯月
「4月」

皐月
「5月」

水無月
「6月」

ち
ょ
う
の
た
こ　

パ
パ
マ
マ
と
し
た
よ　

高
々
と

佐
藤
百
々
花

あ
か
ぎ
れ
が　

い
た
い
い
た
い
と　

な
く
い
も
う
と

椎
野　
　

栞

は
る
い
ち
ば
ん　

つ
よ
く
て
た
て
ず　

こ
ろ
び
そ
う

稲
辺　

來
輝

初
日
の
出　

み
る
み
る
あ
が
る　

丸
い
た
ま後

藤　

勇
斗

お
ぼ
ろ
月　

ゆ
め
の
世
界
へ　

ご
し
ょ
う
た
い

千
野　

雅
秀

み
か
ん
く
う　

酸
っ
ぱ
い
け
れ
ど　

か
ぜ
よ
ぼ
う

小
池　

悠
太

相
模
春
の
歌

　

少
年
館
こ
ど
も
俳
句


